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観
光
庁
の
「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
」
に

よ
れ
ば
２
０
２
５
年
の
県
内
宿
泊
者
数

（
速
報
値
）
は
前
年
比
４
・
０
％
減
の
延
べ

３
８
６
万
７
，
６
８
０
人
と
北
陸
新
幹
線
の

開
業
初
年
度
と
比
べ
る
と
一
旦
落
ち
着
い
た

も
の
の
、
２
０
２
３
年
比
で
は
依
然
１
９
．

２
％
増
と
底
上
げ
し
て
い
る
（
図
１
）。
な

お
、
外
国
人
宿
泊
者
数
は
過
去
最
多
の
延
べ

１１
万
２
４
０
人
（
前
年
比
19
・
６
％
増
）
と

初
め
て
１０
万
人
を
超
え
た
。

　

ま
た
、
県
内
の
観
光
消
費
に
つ
い
て
は

２
０
２
４
年
の
デ
ー
タ
で
は
宿
泊
客
の
消
費

単
価
は
２
万
４
，９
１
３
円
と
過
去
最
高
と

な
っ
て
い
る
。
図
２
の
と
お
り
、
日
帰
り
客

と
宿
泊
客
で
は
土
産
品
な
ど
の
消
費
額
も
大

き
な
差
が
あ
り
、
観
光
庁
の
旅
行
・
観
光
消

費
動
向
調
査
で
も
宿
泊
旅
行
の
１
人
あ
た
り

消
費
額
は
日
帰
り
の
約
３
・６
倍
に
の
ぼ
る
。

来
訪
者
を
「
泊
ま
る
旅
行
者
」
に
転
換
す
る

こ
と
が
、
観
光
消
費
拡
大
へ
向
け
た
最
も
有

効
な
手
段
で
あ
る
と
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

２
０
２
４
年
３
月
の
北
陸
新
幹
線
開
業
を

機
に
、
福
井
市
内
の
宿
泊
施
設
数
は
増
加
傾

向
に
あ
る
。
今
年
２
月
に
は
和
風
プ
レ
ミ
ア

ム
ホ
テ
ル
「
御お
ん
や
ど宿　

野の

の乃
福ふ
く

井い

」
が
オ
ー
プ

ン
。
福
井
駅
西
口
再
開
発
で
は
さ
ら
に
ホ
テ

ル
建
設
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
民
間

投
資
が
続
く
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

訪
れ
る
人
が
確
実
に
増
え
て
き
て
い
る
中

で
、
福
井
へ
「
来
て
も
ら
う
」
だ
け
で
な
く

い
か
に
「
宿
泊
」「
滞
在
」
へ
と
発
展
で
き

る
か
が
今
後
の
カ
ギ
と
な
る
。
受
け
入
れ
側

の
宿
泊
業
の
実
状
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
る
の
か
。
北
陸
新
幹
線
開
業
後
に
オ
ー
プ

ン
し
た
個
性
あ
る
宿
泊
施
設
や
業
界
団
体
へ

の
取
材
を
通
じ
て
、
宿
泊
の
最
新
事
情
を

探
っ
た
。

県
内
宿
泊
者
数
と
観
光
消
費

※カッコ内の数値は前年比
※「その他入場料等」には昼食代・域内交通費を含む
出典：福井県交流文化部観光政策課「令和６年 福井県観光客入込数（推計）」 引用：観光庁　宿泊旅行統計調査

単位：千人

単位：円

Stay a while, discover Fukui

 「
泊
ま
っ
て
こ
そ
、 

 

わ
か
る
福
井
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〜
宿
泊
業
の
新
し
い
仕
掛
け
〜  

特
集
特
集

日帰り・宿泊客別の観光消費額図 2 福井県宿泊
客数の推移

図 1

区分 日程 全体額 宿泊費 土産品代 その他
入場料等

県内客
日帰り 2,729 （ｰ527） ― 1,054 （18） 1,675（ｰ 545）

宿　泊 17,963（5,226） 11,480（4,167） 2,219 （714） 4,264 （345）

県外客
日帰り 6,032 （ｰ247） ― 2,414 （490） 3,618（ｰ 737）

宿　泊 26,537（2,895） 13,397 （461） 4,282 （834） 8,858（1,600）

合　計
日帰り 3,972 （ｰ417） ― 1,566 （197） 2,406（ｰ 614）

宿　泊 24,913（3,326） 13,034（1,158） 3,891 （809） 7,988（1,359）　
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今
年
２
月
、
福
井
市
つ
く
も
の
足
羽
川

沿
い
に
、
新
た
な
宿
泊
拠
点
「
足
羽
川
リ

ト
ア
ー
ト
ａア

ス

ノ

ワ

ｓ
ｕ
ｎ
ｏ
ｗ
ａ
」
が
オ
ー
プ

ン
し
た
。
民
間
企
業
の
社
員
寮
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
た
こ
の
施
設
は
、
全
７
室
に
キ
ッ

チ
ン
を
完
備
。
最
上
階
に
は
ク
イ
ー
ン
ベ
ッ

ド
４
台
と
貸
切
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
サ
ウ
ナ
を

備
え
、
家
族
や
複
数
グ
ル
ー
プ
で
の
長
期

滞
在
に
も
対
応
す
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、

福
井
出
身
の
芸
術
家
・
長な
が
さ
か坂
真ま

ご護
氏
の
作

品
が
息
づ
く
空
間
設
計
だ
。
ガ
ー
ナ
の
ス

ラ
ム
街
に
棄
て
ら
れ
た
電
子
ゴ
ミ
を
ア
ー

ト
へ
と
昇
華
さ
せ
た
作
品
で
あ
る
ア
ー
ト

体
験
と
非
日
常
的
な
休
息
（
リ
ト
リ
ー
ト
）

を
組
み
合
わ
せ
同
施
設
独
自
の
コ
ン
セ
プ

ト
「
リ
ト
ア
ー
ト
」
が
生
ま
れ
た
。
作
品

に
囲
ま
れ
た
空
間
で
過
ご
す
時
間
そ
の
も

の
を
「
体
験
価
値
」
と
し
て
提
供
す
る
。

　

㈱
ｕウ

ミ

ト

マ

ｍ
ｉ
ｔ
ｏ
ｍ
ａ
の
高
木
秀
樹
社
長

は
、
宿
を
拠
点
に
街
を
深
く
知
る
「
滞
在
型

ス
タ
イ
ル
」
を
追
求
す
る
。
敢
え
て
館
内
に

飲
食
機
能
を
持
た
ず
、
徒
歩
圏
内
の
片
町
や

浜
町
と
い
っ
た
飲
食
店
街
へ
足
を
運
ん
で
も

ら
う
こ
と
で
、地
域
経
済
の
循
環
を
生
む「
ハ

ブ
」
と
し
て
の
役
割
を
重
視
す
る
。
運
用
面

で
は
、
無
人
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
や
Ａ
Ｉ
自
動
応

答
と
い
っ
た
Ｄ
Ｘ
を
積
極
的
に
導
入
。
ル
ー

テ
ィ
ン
の
仕
事
を
シ
ス
テ
ム
に
委
ね
る
こ
と

で
、
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
に
追
わ
れ
る
時
間
を

大
幅
に
削
減
。「
人
な
ら
で
は
の
温
か
な
接

客
」
や
地
域
案
内
に
専
念
で
き
る
環
境
を
構

築
し
た
。

　

さ
ら
な
る
視
線
は
、
海
外
や
近
隣
県
と
の

広
域
連
携
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。
小
松
空

港
の
台
湾
・
韓
国
便
の
活
況
を
追
い
風
に
、

金
沢
か
ら
車
で
１
時
間
と
い
う
好
立
地
を
活

か
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
を
加
速
。
石
川

県
の
事
業
者
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
、「
競

合
で
は
な
く
共
創
」
の
精
神
で
北
陸
全
体
の

観
光
を
盛
り
上
げ
た
い
と
話
す
。
そ
の
背
景

に
は
、
高
木
氏
が
独
自
に
参
加
し
た
「
福
井

県
観
光
ア
カ
デ
ミ
ー
」
で
の
学
び
が
あ
る
。

飲
食
店
や
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
、
地
域
に

点
在
す
る
魅
力
を
繋
ぐ
必
要
性
を
痛
感
し
た

同
氏
は
、
今
も
自
ら
情
報
を
収
集
し
、
観

光
客
へ
の
発
信
を
絶
や
さ
な
い
。「
福
井
の

日
常
は
外
の
人
に
は
大
き
な
価
値
に
な
る
」。

そ
の
信
念
を
も
と
に
、
福
井
の
魅
力
を
繋
ぐ

存
在
と
な
る
。

ア
ー
ト
と
癒
や
し
が
生
む
新
空
間

地
域
を
繋
ぐ
「
ハ
ブ
」
の
役
割

足羽川リトアート asunowa
（株式会社 umitoma）

代表取締役 高木　秀樹 氏

TOPIC

01
INTERVIEW
with asunowa

  アート×リトリートで  
  福井の魅力を繋ぐ滞在拠点　

長坂真護氏のアートが光るスイートルーム

最上階はプライベートサウナを完備

HP
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福
井
市
鷹
巣
地
区
の
活
性
化
を
目
指

す
「
国
民
宿
舎
鷹
巣
荘
」
は
、「
本
館
」

「
Ｖヴ

ィ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
ラＡ
」「
Ｈ
ハ

ナ

レ

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｅ
」
と

３
つ
の
異
な
る
宿
泊
形
態
を
擁
し
、
多

様
な
年
代
の
旅
行
客
を
受
け
入
れ
る
。

１
９
６
９
年
に
開
業
し
た
本
館
は
12
年
前

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
近
隣
で
も
珍
し
い
「
源

泉
か
け
流
し
」
の
温
泉
を
目
当
て
に
し
た

リ
ピ
ー
タ
ー
層
が
宿
泊
客
の
中
心
だ
。
一

方
、
北
陸
新
幹
線
開
業
を
見
据
え
敷
地
内

に
一
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

が
楽
し
め
る
１
棟
貸
切
の
「
ヴ

ィ

ラ

Ｖ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ 

Ｔタ

カ

ス

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｕ
」（
２
棟
）
と
コ
テ
ー
ジ
「
海

の
Ｈハ

ナ

レ

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｅ
」（
３
棟
）
は
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
空
間
を
求
め
る
50
代
以
下
の
家

族
連
れ
や
若
い
カ
ッ
プ
ル
、
グ
ル
ー
プ
客

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
。
関
東
圏
か
ら
の

来
客
増
加
は
全
館
共
通
の
追
い
風
と
な
り
、

ヴ
ィ
ラ
は
８
割
以
上
が
県
外
客
を
占
め
る
。

「
静
か
に
の
ん
び
り
過
ご
し
た
い
」
と
い
う

ニ
ー
ズ
を
持
つ
客
層
が
多
く
、
鷹
巣
に
住

む
地
元
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
接
客
が
好
評
だ
。

　

特
色
あ
る
取
り
組
み
と
し
て
、
ヴ
ィ
ラ
を

活
用
し
て
近
隣
の
認
定
こ
ど
も
園
「
鷹
巣
ひ

か
り
」
と
連
携
し
た
「
保
育
園
留
学
」
の
受

入
が
あ
る
。
こ
れ
は
海
外
の
家
族
が
１
〜
２

週
間
ヴ
ィ
ラ
に
宿
泊
し
な
が
ら
子
ど
も
を
地

元
園
に
通
わ
せ
て
交
流
す
る
と
い
う
㈱
キ
ッ

チ
ハ
イ
ク
社
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
園
内
で
他
の

園
児
と
と
も
に
生
活
で
き
る
の
で
、
両
親
は

安
心
し
て
レ
ン
タ
カ
ー
な
ど
で
観
光
や
買
い

物
で
周
遊
し
、
福
井
を
満
喫
で
き
る
。
園
長

の
鳴な
る

海み

理ま
さ
の
り了
氏
に
よ
れ
ば
、
昨
年
は
ア
メ

リ
カ
な
ど
３
か
国
か
ら
６
家
族
の
受
入
が
あ

り
、
４
月
以
降
も
多
数
の
受
入
を
予
定
し
て

い
る
。
鳴
海
園
長
は
「
良
い
宿
泊
環
境
で
生

活
が
で
き
、
地
域
お
こ
し
だ
け
で
な
く
、
国

際
・
異
文
化
交
流
に
も
寄
与
で
き
る
試
み
な

の
で
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
」と
語
る
。

　

今
後
の
課
題
は
認
知
度
の
向
上
と
物
価
高

騰
に
伴
う
料
金
改
定
。「
ま
ず
は
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
第
一
歩
。
実
際
に
来
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
温
泉
・
景
色
・
料
理
で
満
足
し
て

い
た
だ
け
る
自
信
が
あ
る
」
と
毛
利
氏
は
語

る
。
値
上
げ
分
の
満
足
度
向
上
を
今
期
の
課

題
と
捉
え
、
派
手
な
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、

美
味
し
い
料
理
と
源
泉
か
け
流
し
の
温
泉
と

い
う
本
来
の
価
値
を
磨
き
上
げ
て
い
く
。
繁

忙
期
を
前
に
、「『
鷹
巣
』
と
い
う
地
を
ど
う

発
信
す
る
か
、
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り
が
自

律
的
に
考
え
、
そ
の
魅
力
を
精
一
杯
伝
え
て

い
き
た
い
」
と
毛
利
氏
は
意
気
込
ん
だ
。

TOPIC

02
INTERVIEW

with TAKASUSOU

Ｖ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ 

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｕ
と

海
の
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｅ
を
オ
ー
プ
ン

地
域
が
連
携
し
て
人
の
流
れ
を
生
み
出
す

  既存の強み＋αで　    
  鷹巣の価値を磨く　

国民宿舎 鷹巣荘
支配人 毛利 昌喜 氏

HP

ヴィラの様子

保育園留学の様子
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福
井
市
内
の
宿
泊
施
設
の
客
室
数
は
約

３
︐１
０
０
室
、
最
大
５
︐０
０
０
名
程
を
収

容
す
る
。
県
全
体
で
は
約
１
万
人
規
模
の
収

容
力
を
持
ち
、
そ
の
半
数
が
福
井
市
内
に
集

中
し
て
い
る
。
福
井
駅
周
辺
の
再
開
発
に
よ

り
、
駅
前
南
通
り
に
は
カ
ン
デ
オ
ホ
テ
ル
ズ

を
は
じ
め
と
す
る
大
手
ホ
テ
ル
の
建
設
計
画

が
着
々
と
進
ん
で
お
り
、
２
０
２
８
年
頃
ま

で
に
４
０
０
室
以
上
が
加
わ
る
見
込
み
だ
。

平
日
の
稼
働
を
考
え
た
際
に
、
大
量
な
客
室

数
が
本
当
に
必
要
な
の
か
と
い
う
議
論
は
あ

る
が
、
大
手
ホ
テ
ル
の
参
入
は
「
福
井
」
の

名
を
全
国
の
予
約
サ
イ
ト
や
広
告
で
露
出
さ

れ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
福
井
を
選
択
肢
に
入

れ
な
か
っ
た
層
へ
の
ア
ピ
ー
ル
効
果
は
大
き

い
。
全
国
規
模
の
組
織
力
・
集
客
力
に
よ
り
、

「
呼
び
水
」
と
し
て
新
規
顧
客
を
福
井
へ
引

き
込
む
効
果
が
期
待
さ
れ
る
半
面
、
価
格
競

争
を
過
熱
さ
せ
る
懸
念
も
あ
り
、
地
域
の
宿

泊
業
全
体
が
共
倒
れ
し
な
い
よ
う
、
安
売
り

し
な
い
適
正
価
格
の
維
持
が
必
要
だ
。一
方
、

金
沢
で
は
既
に
ホ
テ
ル
の
増
棟
で
価
格
競
争

が
起
き
て
お
り
、
日
に
よ
っ
て
は
福
井
よ
り

安
く
泊
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
、
福
井
で

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
も
か
か
わ
ら
ず
新
幹
線

で
30
分
圏
の
金
沢
に
宿
泊
し
移
動
す
る
旅
行

客
も
少
な
く
な
い
。

　

他
に
も
、
旅
慣
れ
た
外
国
人
観
光
客
に
お

い
て
は
、
長
野
県
内
の
ス
キ
ー
場
を
備
え
た

温
泉
地
で
中
・
長
期
間
滞
在
す
る
拠
点
と
し

て
、
北
陸
新
幹
線
で
金
沢
や
福
井
ま
で
足
を

延
ば
し
て
恐
竜
博
物
館
・
永
平
寺
・
東
尋
坊

を
周
遊
す
る
ス
タ
イ
ル
も
増
え
て
い
る
。

　　

金
沢
の
よ
う
に
観
光
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
完

結
す
る
エ
リ
ア
と
は
異
な
り
、
福
井
は
観
光

地
が
点
在
し
移
動
が
前
提
と
な
る
。
関
東
圏

か
ら
の
旅
行
客
は
レ
ン
タ
カ
ー
で
広
域
移
動

す
る
傾
向
が
強
い
た
め
、
連
泊
し
て
も
ら
え

る
「
拠
点
づ
く
り
」
と
「
魅
力
発
信
」
が
不

可
欠
だ
。

　

業
界
の
課
題
は
「
平
日
稼
働
の
底
上
げ
」

と
「
施
設
・
設
備
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」
で
あ

る
。
観
光
だ
け
で
な
く
ビ
ジ
ネ
ス
客
の
取
り

込
み
強
化
や
、
行
政
補
助
を
活
用
し
た
省
力

化
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
ハ
ー
ド
面
の
高
付

加
価
値
化
な
ど
に
よ
り
、「
選
ば
れ
る
特
色
」

の
創
出
が
鍵
を
握
る
。
ま
た
、
福
井
な
ら
で

は
の
城
下
町
の
歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
歩
き

コ
ー
ス
の
紹
介
や
、
埋
も
れ
て
い
る
地
域
資

源
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
化
も
推
進
し
て
い
き

た
い
。

　

福
井
は
「
噛
め
ば
噛
む
ほ
ど
味
が
出
る
」

ま
ち
だ
。
一
度
で
は
回
り
き
れ
な
い
奥
深
さ

を
伝
え
、「
ま
た
来
た
い
」
と
思
わ
せ
る
体

験
を
磨
き
あ
げ
る
こ
と
で
、
顧
客
の
奪
い
合

い
で
は
な
く
、
新
た
な
客
層
を
福
井
全
体
へ

呼
び
込
ん
で
い
け
る
好
循
環
を
作
り
、
福
井

全
体
の
観
光
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

　

北
陸
新
幹
線
の
開
業
を
契
機
に
、
福

井
の
宿
泊
業
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

る
。
増
加
す
る
来
訪
者
を
い
か
に
「
滞

在
型
」
へ
と
誘
導
す
る
か
、
そ
れ
が
事

業
者
共
通
の
課
題
と
い
え
る
。
取
材
を

通
じ
て
見
え
て
き
た
の
は
、
施
設
の
整

備
を
し
っ
か
り
行
っ
た
上
で
、
食
・
自
然
・

文
化
・
歴
史
な
ど
、
福
井
の
人
々
の
何

気
な
い
モ
ノ
・
コ
ト
が
県
外
・
海
外
の
旅

行
者
に
は
唯
一
無
二
の
価
値
と
し
て
響
く

と
い
う
点
だ
。
そ
の
気
づ
き
を
も
と
に
、

宿
泊
施
設
は
地
域
の
資
源
や
体
験
コ
ン

テ
ン
ツ
、
近
隣
施
設
を
繋
ぐ
ハ
ブ
的
役

割
を
担
い
始
め
て
い
る
。
宿
泊
者
が
増
え

る
こ
と
で
、
そ
の
周
辺
の
飲
食
・
小
売
・

体
験
業
が
潤
い
、
地
域
に
人
が
回
り
は
じ

め
る
好
循
環
の
可
能
性
が
期
待
で
き
る
。

個
々
の
施
設
が
点
と
し
て
競
い
合
う
の
で

は
な
く
、
地
域
が
手
を
取
り
合
い
「
面
」

で
魅
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
福

井
全
体
の
認
知
度
を
高
め
て
い
く
発
想

こ
そ
が
、
各
事
業
者
に
共
通
す
る
姿
勢

と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
。
ま
ず
は
各
々

の
「
当
た
り
前
」
を
価
値
と
し
て
再
発

見
し
、
手
を
携
え
て
発
信
す
る
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
の
福
井
の
観
光
を
動
か
す
第
一

歩
と
な
る
は
ず
だ
。

TOPIC

03

北陸新幹線開業から3 年目を迎える中、
福井市内の宿泊事情や利用ニーズは
どう変化しているか。福井市旅館業

協同組合の役員の方々に話をうかがった。

福井市旅館業協同組合　理事長　河上　裕之 氏（中）
副理事長　塩崎　恭一 氏（右）
専務理事　中出裕美子 氏（左）

専門家に聞く

ホ
テ
ル
建
設
に
伴
い
客
室
数
は
増
加

福
井
を
い
か
に「
滞
在
の
拠
点
」に
す
る
か

「また来たい」と思って
もらえる福井を目指して

普
段
の
当
た
り
前
が

誘
客
価
値
と
な
る

HP

INTERVIEW with EXPERT


